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ーンシップでも常にートで臨んだ。 がこの時期だとさす に寒い。未来のために必要と、今までのル ルを変えた▼就職が「冬 時代」と言われて久しい。来年３月卒業予定の大卒求人倍率は前年より低下 て１・
23倍。世間のイメージほ
























































































初の海外事務所「筑波大学北アフリカ・地中海連携センター」 （現 「北アフリカ ・
地中海事務所／海外大学共同利用チュニス事務所」 ）を開設。これを皮切りに、▽タシケント（ウズベキスタン）▽ホーチミン（ベトナム） 北京、 上海（中国）▽ボン（ドイツ）……の５カ国６事務所を開いた
これまで海外事務所を















10月 17 日：春日 4丁目
10月 17 日：春日 4丁目






























































































































陽子と中性子を閉じ込めている力のこと。陽子と中性子との間で「 間 」という粒子をやり りすることによって力を伝達することが以前の研究から分かっていたが、陽子と中性子 距離によってそ 力の大きさや方向が変わることの詳細は解明できておらず、多くの学者の推論があるだけだった。　
今回使われた手法は「格
























































































































































































増加。政府も人口減少対策の一環で、外国人受け入れ方法を検討していくという。だが様々な言語や習慣、価値観 持つ国人といかに共生するかという問題は ま 解決されていない 思
私は小笠原出身だ。

































な相棒にして久しいが、さて、お題は「我が相棒」である。あえて言うならば、平砂食堂である。別に食堂の回し者でも いし、ふざけているわけでもない 筑波大学に入学し 以来、僕は自炊をまったくと言っていいほどし ない。横着者とでも、ゆとりとでもののしってもらって構わない。だが、自炊をしない「同志」は意外といるものである。彼らは弁当といった出来合 のものを買うのだ 、平砂食堂を選択する者は数少ない。サークル活
事を共にするものという意味に由来している。このことから考えたとき私の相棒は「白米」 、すなわち「米」の一択であった。 なぜなら、私は彼に何度も助けられいるからだ。　
彼は非常に優秀である。
ちょっと水道で洗ってやり、炊飯器という名の文明の利器に放り込ん やれば食料になるのであ 。冷凍すれば保存もできるし、アレンジも可能、そして何よりおいしい。なくなっても実家に連絡すればほんの数日で我が家にまた来て れる。　
ここでパン派の人から何








動で外食する時以外は、平砂食堂で腹を満たすのである。自炊の手間を省くのはもちろん、日替わり定食の栄養的バランス、親切なスタッフの方々など、遠き昔に描いていた、寮で 一人暮らしの理想像が存在するのだろうか、なかなかやめられない。まさに我が相棒、と勝手に思い込んでる。昼は外から見えず 夜は外から丸見えになる謎ガラスに覆われたこの食堂で、 様々なものを見てきた。ハイキングの途中に訪れる多数のおばさま、味噌汁を
レンゲで優雅に飲む白人女性、もはやハロウィンですらない仮装に身を包むコスプレ集団……。 実に面白い。　
この記事を読んで、自炊




































































































多文 社会 島 学ぶ
木秀穂師範（全日本空手道連盟八段）から、今の僕の原点となるご指導をいただいた。　「お前は運がない。だから空手はもうやめ さい。一方、こんなに適当にやっている学問で、横国大の大学院にいるのは運がある。だから学問に集中して、学問でチャンピオンになりなさい。 」　その時の情景と涙が、
今の僕の原点である。そこには「志」はなかったが、覚悟は決めた。








まった。体の芯まで揺さぶる太鼓の音が会場に響き、塾生全員 大きな掛け声とともに、バチが太鼓に振り下ろされた。 曲調につられ、会場からは時折拍手 わき
上がった。　
公演の最後の楽曲は、塾

































































































































































































































































































































ボランティア活動を目的にベトナムのハノイに滞在した。そこで現地の大勢の大学生たちと触れ合ったが、彼らのバイタリティには大いに啓発された。彼ら 中 は、将来、国際社会で活躍しようと毎晩２時間英語や中国語を学ぶ人や、日本でビジネスを起こしたいと一生懸命日本語を学習する人もいた。そこには日本の 生と全く違う雰囲気があった。彼らのやる
気を見て「自分ももっと勉強しなければ」と思ったのを覚えている。　
今回の取材では、本学





























略は、２００４年に発表た「筑波大学国際連携 リシーペーパー」に基づく。同ペーパーで 北アフリカ、中央アジア、中国のような古くから東西の文化・技術の交流の舞台となった地域との交流に重点が置かた。 「欧米中心 学問研究パラダイムからの転換」を目指すもので、本学がチ
ュニスや北京、タシケントなどに事務所を設置したのは、 このような背景がある。
一方で、今回、辻中副
学長が本学の海外事務所・拠点拡充の意向を示した背景には、先進国・アメリカに加え今後、経済的に発展するインドネシア、ブラジルなどとの関係を強化、世界中に広範なネットワークを形成する狙いがある。同副学長は、 「欧米先進国や中国など、日本とゆかりのある地域に加えて、これらの（経済発展 続ける）地域と連携することで、 学の研究にも厚みが出る」と話している。
本学では、日本人学生
を積極的に海外に送り出すためのプログラムも整備しつつある。その代表が、最短で５年間 うち 留学と学士・修士課程修了をこなす計画。来年度から１期生の選抜を行う。また、学生交流で授業料不徴収などの協定を持つ海外の大学（協定校）の情報や、留学に関するノウハウを一括管理するデータベース「ＴＩＩＮＮＳ」 （筑波国際ネットワーク集約ナビシステム＝本紙訳） 整備も進める。
◆グローバル人材育成
５年のうちに留学を行







































































































































































































































































































































































































































ロシアのカザンで行われるユニバーシアード競技大会。この１００００㍍競技に日本代表として出場することだ。将来的にはオリンピックも目指す。 「レースで応援し支えてくれているたくさんの人たちに、走りで恩返ししたい」 。つらいときでも、聞こえてくる多くの声援が背中を押 てくれる。応援して れるひびとが、二人にとっての原動力だ。　
普段はおとなしく口数も



































































































































































となる今回のテーマは「変化」 。参加者 将来への不安や、年を取ることへの抵抗といった悩みなどをきっかけに、 「変わることとは何か」 つ て話が始まった。 「変化 うのは自然なことなのに、なぜそれ怖いのか」 を受け入れ、それを楽しむことはできるのか」など、参加者から活発に意見が出され、議論は盛り上がりを見せた。　
進行役を務めた五十嵐沙





























１０１教室で行われた。ＮＨＮＪａｐａｎはスマートフォンやパソコン向けアプリケーション「ＬＩＮＥ」を提供する韓国企業の日本法人。 「ＬＩ Ｅ」 はスマートフォンの電話帳に登録した友達と、無料でチャットや音声通話ができるサービ
スだ。森川氏が本学の卒業生であること ら、学生団体ＨＥＲＣＵＬＥＳの主催で今回の講演が実現した。　
前半は森川氏による講演









　「レイトン教授」 、 「日の丸弁当」 、 「ナス科」といった一風変わった単語が「解答」として教室中に響き渡る。そして聞こえてくる正 、不正解を告げるブザー音……。この不思議な空間を作り出すのはクイズ研究会だ。　クイズ研究会はその名
の通り、日々 を解き、研究を重ねている。クイズ 出題者はひとり前に陣取り、早押しボタンを握り締める他の全会員（解答者）と向き合う。
そして例えば「腕と首周りが大きく露出するシャツは？」という問いに、解答者は間髪入れず「タンクトップ！」 と答える。














































イズの魅力は」と質問してみた。いつものように即答とはいかず、困ったように笑う会長に「そこはしっかり答えようよ」という会員 らの鋭ツッコミは親密である証拠。すると今度は優しく笑い「正解したときの嬉しさが魅力」 話 た。　
クイズはラテン語の











































ルＤｏｏ─Ｗｏｐ、斬桐舞、ときめき太鼓塾 ステージに登場、イベントの最後には ３団体がコラボレーションした２曲を披露した。 の曲「風になりたい」では第１部に登場した出演者もステージにあがり、アカペラや演奏、ダン
スのコラボレーションで観客を魅了した。　
出演する知り合いを見に

























































































































団研究の意義を学んだ。今まで一人の実験が多かったが、高校で生物部に入ると一人ではできないことも増えた。「アイデアがあっても知識や技術が足りず、顧問や大学の先生にアドバイスをもらった。生物の飼育も一人ではできず、部員に助けてもらった」 。高校生から始めた害虫の研究 、中高校生を対象とした国内で最も伝統と権威のある「日本学生科学賞」で、３番目にあたる環境大臣賞を受賞した。 「仲間と受賞の喜びを分かち合えた 。　
顧問の勧めもあり、本学に入学を決
























で、その遺伝子の働きを理解する糸口を提示・説明し、高評価を受けた。　「好きな」科学に巡りあわせてくれたのは、 高校の理科教師 叔父だ。 「小さなころから叔父に顕微鏡や天体望遠鏡を借り、川の中の微生物や星を観察するうちに、科学が好き なった」と振り返る。天体望遠鏡を ぞいて、広大な宇宙に想像を膨らませ、顕微鏡をのぞき、身近 も知らないものがあると感嘆した。 「人が知らないことに迫りたいと、小さいころから思っていた」 。落ち着い 雰囲気の本多さんも科学の話になる 子供のよ だ。科学の中でも天文学や生物学に興味があり、高校生 とき、 を中心に研究し始めた。　「支えてくれる人」の存在に気づいたのもこのころ。２００２年にノーベル賞を受賞 た田 耕一さん（島津製作所） に会った際に聞い 「研究はチムで行うも 。一人で受賞するのは恐れ多い」という言葉に衝撃を受け、集
や研究分野の壁は超えられる。世界中の同世代の同志に会えたことが大きな収穫だ」と笑う。　「支えてくれる」のは科学関係者だけではない。本多さんは科学をわかりやすく伝えることを目指しており、その一環で芸術専門学群の学生と協力し、研究内容を絵にするなどの活動をしてきた。 「誰にでも科学 わかりやすく伝えることは、これからの 者の責任だと思う」と強く語 。　卒業後は大学院に進学するつもり
だ。 「まずは博士号を取る。面白く、重要な課題に常に挑み続けたい」 。　
故郷は坂本龍馬ゆかりの地、長崎。
本多さんは龍馬 大ファンだ。ノートパソコンに貼られた龍馬のシールが光る。 「人と人、アイデアとアイデア結びつけたい」 。革新的なアイデアや行動力で日本をあっと言わせた龍馬のように、本多さんも世界を股にかけ、時代を切り開いて行くだろう。
（中島
佳奈＝人文学類２年）
受賞したのは「ショウジョウバエを用いたヒト精神疾患の遺伝学的研究」 。今まで統合失調症の原因とみられる遺伝子は発見されていたが、その遺伝子が脳の機能に影響を及ぼすメカニズムは解明されて なかっ 。本多さんは新たにショウジョウバエ 用いた実験
９面へ
